
財務省の総合出先機関である東北財務局では、財政に関する施策や地域経済の分析などを実施するとともに、

金融庁からの事務委任を受け、金融に関する施策も実施しています。

足下の環境を見ると、DX（Digital Transformation）の加速や人口減少・高齢化の進展などにより、社会が

大きく変化しており、行政のあり方も、こうした社会に即応することが求められています。

このような中で、財務局においては、従来から求められている行政に加え、ITとの融合が進展する社会に

対応した、データを適切に運用・分析できる人材の重要性が増しています。

財務省東北財務局×理系
Tohoku Local Finance  Bureau           × Science
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財務省・金融庁の施策を

実施 する

電子化による効率化・高度化

SNSなど新たな媒体への対応
定量データに基づく精緻化

財務省・金融庁の施策を
地域に

広報 する

地域の意見や要望を
財務省・金融庁に

伝達 する



皆さんも、“理系ならでは”の専門知識やスキルを活かし、

地域経済の発展に貢献してみませんか？

東北財務局 人事課長 佐藤 鉄泰
２

（財務局における財務・金融行政の一例）

✔ 各種データを活用し、地方公共団体の

財務状況や地域経済の現状を分析

✔ 数理的な計測手法に基づく自己資本比率規制

を通した金融機関の健全性の監督

✔ AI等の新技術を活用した効率的な規制対応

(RegTech:Regulation×Techonology)の促進

✔ IT技術を駆使した金融サービス

（FinTech :Finance×Techonology ）の監督

＜理系採用のポイント＞

現在の職員の
出身学部構成イメージ

将来こうありたい
出身学部構成イメージ

人材の多様化



理系出身の職員からのメッセージ
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佐藤 秀平

財務省主計局
司計課

2014年採用

専攻

【通信工学】

私は、金融部門で地域金融関連の広報業務や金融経済教育等に携わっ

た後、昨年は、山形事務所財務課に所属し、地方公共団体への財政融資

資金の貸付事務等を行っていました。

地域へ貢献できることが魅力の財務局業務ですが、理工系の経験は大

きな強みになると感じています。例えば金融分野では、金融機関の監督

におけるリスク分析や金融資産の将来価値計算等、多様な場面で、数式

の意味を理解し説明する能力が求められます。

専門性の高い財務局業務ですが、研修制度が充実しているので、興味

と意欲があれば誰でも飛び込めます。ぜひ自分の幅を狭めず踏み出して

みてください！

私は現在、財務省主計局司計課で国の補助金執行に関する業務に携

わっています。財務局の業務は幅広く、金融機関の監督業務や地方公共

団体への財政融資資金貸出など外部の方と関わることも多く、若手でも

業界のプロと接する機会が得られるのが魅力です。

どの公務員でも大抵は、外部の方から得られる情報を理解し、それを

自分なりに分析して、誰もが分かりやすいよう噛み砕いて伝える能力が

求められます。しかし、そこで単なる数字の分析に終わらず、どうすれ

ばより地域に貢献できるか、付加価値を生み出すことが財務局の価値で

あり、前例にとらわれず自分なりの提案ができたときには、大学時代の

研究室で培った経験が活きていると感じています。

出身分野に直接の関係が無くても、研修制度が充実しており、誰でも

十分に活躍の場が得られます。理系・文系の枠にとらわれず、ぜひ挑戦

してみてください。

加藤 森

秋田財務事務所
財務課

2017年採用

専攻

【材料物性工学】


